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1　は　じ　め　に

ハトムギは非常に脱捜しやすい特性があり機械収穫作業

上の疎害要因になっていることから，脱粒性や脱穀方法に

ついて検討したので，その概要を報告する。

2　試　験　方　法

（1）降霜直後と降霜後の脱粒性

中里在来を供試し，降霜直後（昭和56年10月21日）と降

霜後（10月24日）の脱粒性の変化について調査をした。脱

粒性はゴムをつけたクリップを枝硬に取りつけて引っぼり，

脱粒する時の長さをもとに引っぼり強度を測定した。また，

ハトムギの熟色は観察により5段階に区分した。

（2）出穂日と脱粒牲

出穂期は中里在来が昭和56年8月5日，徳田在来が8月

6日であり，以後，出穂日別に印をつけ，10月24日に脱拉

性調査を行った。

（3）茎葉窒素濃度と脱拉損失

施肥試験田場の中里在来を供試した。昭和57年10月15日

義1－降霜直後と降霜後の脱粒性

に茎葉窒素濃度を測定し，10月30日に刈取時脱粒損失を調

査した。供試区は12区であり，この区の出穂期の差は最大

で3日であった。

（4）脱穀方法と損傷及び発芽率

胆沢郡衣川村の中里在来を供試し，脱穀方法と損傷及び

発芽率について調査をした。区の構成は次のとおりである。

生脱穀区：コンバイン生脱穀

茎葉半乾後脱穀区：1日開場放置後コンバイン脱穀

茎葉乾後脱穀区二　ハウスで2週間乾燥後坪刈用脱穀機

で脱穀

3　試　験　結　果

（1）降霜直後と降霜後の脱粒性

降霜によって垂葉の枯れ上がりや殻実水分の低下がみら

れ∴熟色の進んだものはど脱粒しやすくなる傾向があった。

また，降霜にあった後の熟色変化は未熟粒で一部熟色を増

すが，成熟粒の変化は少なかった。以上から，収穫時期を

決定する目安として，降霜にあった場合は垂薫が枯れ上が

る前に刈取ることが必要であり，これによって脱粒損失を

熟　 色　 区　 分

10月 21 日 （降 霜 直 後 ） 10月 24 日 （降 霜 後 ）

調 査 株 の
拉 致 割 合

水　 分 脱 粒 強 度 調 査 株 の
拉 数 割 A

水　 分 脱 粒 強 度

（％） （％） （の 　 ⊂】
（％） （％） （の

10 0 ％着色 （成 熟 粒 ） 15，6 3 1．9 12 0．9 1 6．8 2 7．4 6 4．3
5 0　 ～　 90　 ％　着 色 17．3 3 7．3 14 1．4 16．8 3 1．0 7 7．1
10　 ～　 49　 ％　着 色 14．5 4 3．7 17 2，5 2 7．6 3 6．4 1 1 8．8

1 ～　 9　 ％　 着 色 21．4 5 0．5 2 0 8．1 2 0．0 4 5．4 1 8 7．7
0　 ％　 （青 ） 31，1 6 1．2 2 1 3．3 18．9 53 8 2 04．9

1 3 2．6
平　　　　 均

－
46．O l　 1 7 9．2

－ 37．5

少なくすることが可能である。

（2）出穂日と脱粒性

ハトムギの着拉致は出穂期以降ほぼ直線的に増加し，出

穂の早いものから順次成熟粒に達することが確認された。

また．この本試験での自然脱粒損失は中里在来1．2％，徳

田在来0・8％であり，この条件では，出穂が早く熟色を増

すほど脱拉しやすくなるが，成熟掛こ遷した後は出穂日に

関係なく一定の脱粒強度を維持する傾向にあった。

（3）茎葉窒素濃度と脱粒損失

茎葉窒素濃度が高い区ほど刈取時脱拉損失が少ない傾向
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図1　出席後日数と1株当たり着拉致の推移
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図2　出穂と成熟粒との関係
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図3　出穂と脱拉強度の関係

にあり，この時の茎葉窒素感度と成熟粒歩合の間には一定

の傾向がみられなかった。このため，豊熟期間の茎葉窒素濃

度を高めるような肥培管理によって脱粒損失を防げるもの

と考えられる。

（4）脱穀方法と損傷及び発芽率

生脱穀では簸割れ粒や脱ぶ粒などの損傷粒の発生が多く

整粒歩合も84％であったが，茎葉半乾後脱穀や茎葉乾後脱

穀では損傷粒の発生が少なく，97％以上の盤拉歩合を確保
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茎葉斡窒素濃度（10月15日時点）

図4　茎葉鞘窒素微塵と脱粒択失
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茎葉窒素濃度（10月15日時点）

図5　茎葉鞘窒素濃度と成熟粒歩合

蓑2　脱穀方法と損傷及び発芽率
（昭57．農試本場）
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方 法 物 着 粒 ぶ ぶ （％）

生　 脱　 穀 礼 5 3 8 ．9 9 8 ．5 1．1 0 ．4 84 ．0 3 ．7 9 ．2 3 ．1 7 3 ．0

茎 葉 半 乾
後 脱 穀

6 2 ．1 3 7 ．1 9 8 ．9 0 ．5 0 ．6 97 ．1 1 ．0 1．2 0 ．7 7 6 ．0

茎 葉 乾 後

脱　 穀
4 8 ．3 2 1．3 9 9 ．6 0 ．1 0 ．3 99 ．7 0 ．2 0 ．0 0 ．1 7 7．3

することができた。種子用とする場合は，損傷粒を少なく

し発芽率を高める必要があることから，茎葉半乾後脱穀，

茎葉乾後脱穀が望ましい。

4　ま　　と　　め

脱拉損失を少なくするためには，登熟期間の茎葉窒素濃

度を高める肥培管理が有効であり，また，降霜があった場

合は茎事が枯れ上がる前に刈取ることが必要である。

生脱穀では損傷粒の発生が多いことから種子用とする場

合は茎葉半乾後脱穀・茎彙乾後脱穀が必要である。




